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１．エネルギーの自給率及び中東依存度について Ｐ２参照

委員会におけるご指摘事項と回答
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エネルギーの自給率及び中東依存度について（①エネルギー自給率）
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■発電用燃料を海外からの輸入に依存する電源構成の割合は、現在約８８％（2013年度）で、第一次石油ショッ
ク時 （約７６％）よりも高い。

１９７３年度（第一次石油ショック時） ２０１０年度（震災直前）
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（国内炭：輸入炭

＝0.4％ : 24.6％ ）

※「電源開発の概要」等より作成。発電電力量を用いて％を算出。「その他ガス」とは、一般電気事業者において、都市ガス、天然ガス、コークス炉ガスが混焼用と
して使用されているものが中心。なお、「その他ガス」は、本文中の「海外からの化石エネルギーに対する依存度」（約８８％、約７６％）の中に含めている。

発電用燃料を海外からの輸入に依

存する電源構成の割合76％
２０１３年度（直近の確定値）

発電用燃料を海外からの輸入に

依存する電源構成の割合61％

発電用燃料を海外からの輸入に依存

する電源構成の割合88％



エネルギーの自給率及び中東依存度について（②中東依存度）

3

 一次エネルギー供給における中東依存度は、原油、天然ガスの順に高く、石炭はゼロとなっている。

＊原油の備蓄考慮版は備蓄量の2分の１を自給としてカウント。（2年で備蓄を取り崩すケースで試算）

サウジアラ
ビア

33.3%

アラブ首長
国連邦
24.2%

カタール
11.0%

ロシア
8.1%

クウェート
7.3%

イラン
4.8%

インドネシア
2.6%

オマーン
1.3%

イラク
1.2%

ベトナム
1.2%

その他
4.9%

天然ガス

出典：貿易統計（２０１４年１月～１２月）
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